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■研究概要

昔から母乳育児が良いことは言われていたが、分娩時のストレス

（出血や長時間の苦痛）がかかった母体から出る母乳が本当に良い

のかどうかが長年の間、疑問視されていた。

100名以上の母親を対象に行った研究から、ストレスがかかった母 
体からでも十分に免疫力の高い母乳が出ることを証明し、世界保健

機構（WHO）も分娩後できるだけ早い時期に、初乳を飲ませ母乳育 
児をすることを推奨している。

 従って、専門的な立場から、１人でも多くの母親が母乳育児をする

ようになることを支援したいと考えており、支援に役立つようなグッズ

を常に工夫して自作している現状である。

■応用展開・共同研究テーマ例

・母乳育児を支援する乳房・乳頭ケア製品の共同研究開発
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研究シーズ

－ 分娩ストレスと初乳の有用性 －

■研究者からのお願い（ニーズ）

・上記の研究テーマに関心があり、具体的な製品開発を一緒に

共同研究してくれるパートナー募集

母乳育児 ストレスを受けても免疫力の高い母乳は出る
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